
医学部医学科入学定員の臨時増員に係るお知らせ 

 

 

平成３１年度入学試験における医学部医学科の入学定員については、１２０名となって

おります。 

その数には、平成２２年４月入学から５名増員（平成３１年度入試まで）及び平成３０年

４月入学からの１０名増員（平成３１年度入試まで）を含んでおります。 

 この増員については、医師不足が深刻な地域や診療科に対し、不足する地域等の医療機関

に勤務する医師を確保するため、医学科入学定員の増員が必要であると国から示されたこ

とに、本学として地域医療に貢献できる医師を養成し、不足する地域等に医師の定着を図る

ため、入学定員の増員を申請し認められたものです。 

これに伴い、山形県では、山形県内の医療機関に勤務する医師を確保することを目的とし

て「山形県医師修学資金貸与制度」を設けております。（次ページ参照） 

なお、平成３２年度入試以降の臨時増員については、公表時期等を含め未定となっており

ますが、今後の文部科学省からの通知等に基づき、検討し対応していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 



山形県医師修学資金貸与制度の概要 

 

山形県では、山形県内の医療機関に勤務する医師を確保することを目的として「山形県医師修

学資金貸与制度」を設けています。 

区分 
地 域 医 療 従 事 

医 師 確 保 修 学 資 金 
特 定 診 療 科 

医 師 確 保 修 学 資 金 

山 形 大 学 医 学 部 

修 学 資 金 

貸与額 200 万円／年額 200 万円／年額 200 万円／年額 

対
象
者 

以下の要件をすべて満たす医学生 

○ 大学卒業後、県内の公立病院

や地域の診療所に勤務する意思

を有していること 

 

○ 県内出身者（大学入学の前１

年間、本人又は一親等の親族が

山形県内に居住していること） 

 

県内出身者対象 

以下の要件をすべて満たす医学生 

○ 大学卒業後、山形県内の公的

医療機関の特定診療科（小児科、

産婦人科、放射線科、麻酔科、

救急医療）に勤務する意思を有

していること 

 

県内出身者対象 

県外出身者対象 

以下の要件をすべて満たす医学生 

○ 大学卒業後、山形県内の公立

病院等に勤務する意思を有して

いること 

 

○ 山形大学医学部医学科に在学

していること 

 

○ 県外出身者（大学入学の前１

年間、本人及び一親等の親族が

山形県内に居住していないこ

と） 

県外出身者対象 

返
還
免
除
要
件 

○ 医師免許を取得した後、直ち

に山形県内の公的医療機関又は

山形大学医学部附属病院で臨床

研修を行うこと 

 

○ 臨床研修修了後、直ちに山形

県内の公立病院等に勤務した場

合において、臨床研修を含む在

職期間が、貸与期間の１．５倍

（７年に満たないときは７年）

に達すること 

 ※当該在職期間内に、山形大学

医学部附属病院で後期研修を行

うことも可能（２年間を限度） 

 

○ 当該在職期間のうち２分の１

以上の期間は、人口５万人未満

の市町村にある公立病院等に在

職すること 

○ 医師免許を取得した後、直ち

に山形県内の公的医療機関又は

山形大学医学部附属病院で臨床

研修を行うこと 

 

○ 臨床研修修了後、直ちに山形

県内の公的医療機関の特定診療

科に勤務した場合において、臨

床研修を含む在職期間が、貸与

期間の１．５倍（７年に満たな

いときは７年）に達すること 

 ※当該在職期間内に、山形大学

医学部附属病院で後期研修を行

うことも可能（３年間を限度） 

 

 

○ 医師免許を取得した後、直ち

に山形県内の公的医療機関又は

山形大学医学部附属病院で臨床

研修を行うこと 

 

○ 臨床研修修了後、直ちに山形

県内の公立病院等に勤務した場

合において、臨床研修を含む在

職期間が、貸与期間の１．５倍

（７年に満たないときは７年）

に達すること 

 ※当該在職期間内に、山形大学

医学部附属病院で後期研修を行

うことも可能（３年間を限度） 
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